






























































































































2009 では、平板声調6）の歌詞は、高調の 5調（陰入）と半高調の 44 調
（陰平）を高音「レ」、中調の 33 調（陽去）を中間音「ド」で歌うのが
一般的であるが、曲折声調7）の歌詞は、始点から終点に上がる高音の
35 調（陰上）と中調の 13 調（陽上）、始点から終点に下がる半低音の
42 調（陽平）と低音の 21 調（陰去）を声調の流れと同方向の二つか三
つの楽音で歌うルールを明らかにした。女書歌のメロディに表 2の対応
関係に該当しない「恣意的な」歌い方があり、特に 33 調と 13 調のよう
な中間音に比較的多いことを指摘した。劉 2014 では、何艶新の歌の声
調に対応していない楽音を通してその恣意的な歌い方を考察し、以下 1）







































劉 2010 では、それまでの採譜及び何艶新の女書歌 3首のリズムに対
する再考察により、下の図 2のように、女書歌の各句の歌詞は、第 1小
節に 2語、第 2小節に 2語、第 3小節に 3語の振り分けになっており、
第 1と第 2小節は 3拍、第 3小節は 4拍で歌っているのが基本的である














すでに 90 歳の高齢になった 2000 年代に歌ったものであるため、歌詞や
メロディを鮮明に覚えていない可能性がある。CDの音声データからも、














































以下、陽の歌った「三朝書 上下句ごとに ていく。 
 
         
三   朝     傳    文          書   本   上  
                    
 




②の“文”も 42 調で、対応楽音は①と同じ「レラ」であるが、「ドラド」で歌っている。 






















         
三   朝     傳    文          書   本   上  
                    
 
①“傳”は 42 調で、対応楽音は「レラ」であるが、「ドラ」で歌っている。42 調は高音か
ら低音に下がる曲折声 ある。「ドラ」の流れは 42 調と一致していることから、本稿で
はこのように対応楽音と若干ずれがあるが、流れがその声調と一致している場合は対応楽
音範囲内とみなし、以降は考察対象からとしない。 
②の“文”も 42 調で、対応楽音 ①と同じ「レラ」であるが、「ドラド」で歌っている。 





















































冷  楼        無    安        全    不    靜  
                          
 


















































四  倈        結   交        見    可    憐  











到   年         折   個          行    不    合  
                                
 
⑭の“個”は本字ならば kuo21 で発音するが、ここでは人を数えるときの助数詞「～人」
の意味の当て字なので、城関土話では nie44 調、上江墟土話では nie33 調に発音する。し
かし、上江墟土話では、33 調と 44 調は厳密に区別していないようで、そのつど歌詞を読
んでもらって確認しないと断言できない。現在残っている陽煥宜の録音は声調だけの朗読













四  倈        結   交        見   可    憐  











到   年         折   個          行    不    合  
                                
 
⑭の“個”は本字ならば kuo21 で発音するが、ここでは人を数えるときの助数詞「～人」
の意味の当て字な で、城関土話では nie44 調、上江墟土話では nie33 調に発音する。し
かし、上江墟土話では、33 調と 44 調は厳密に区別していないようで、そのつど歌詞を読
んでもらって確認しな と断言できない。現在残っている陽煥宜の録音は声調だけの朗読



















































跨   上         今    年       老    妹   愁  
                          
 


































放   下        冷    楼          女     兩     個  
                                 
 
㉑の“冷”は 13 調で、対応楽音は「ラド」であるが、「レ」で歌っている。13 調の終点は









         長      年          没    倚     身  
     
 
㉔の“独”は 33 調で、対応楽音は中間音の「ド」であるが、低音の「ラ」で歌っている。 
後ろの 13 調の“里”は声調の終点の対応楽音「ド」で歌っていることから、“独”は“里” 
始点の対応楽音「ラ」で歌ったと考えられる。つまり、両歌詞の対応楽音の「ドラド」を 



















放   下        冷    楼          女     兩     個  
                                 
 










         長      年          没    倚     身  
     
 
㉔の“独”は 33 調で、対応楽音は中間音の「ド」であるが、低音の「ラ」で歌っている。 
後ろの 13 調の“里”は声調 終点の対応楽音「ド」で歌っていることから、“独”は“里” 
始点の対応楽音「ラ」で歌ったと考えられる。つまり、両歌詞の対応楽音の「ドラド」を 



















日   子     忙    忙       人    家       做  




ない 研究結果 11）に該当する。 
㉖の“家”は 44 調で、対応楽音は「レ」であるが、「レド」で歌っている。後ろの楽音「ラ」
につなげる歌い方である。研究結果 4）に該当する。           
○27 E Aの“做”の節回しは１の上句③と同じアレンジである。 
 
 







前    朝     可    憐          送 出   你  




























日   子     忙    忙       人    家       做  





㉖ “家”は 44 調で、対応楽音は「レ」であるが、「レド」で歌っている。後ろの楽音「ラ」
につなげる歌い方である。研究結果 4）に該当する。           
○27 E Aの“做”の節回しは１の上句③と同じアレンジである。 
 
 
兩   倈           時     時          哭   不     消  
 
 




前    朝     可    憐          送 出   你  












日   子     忙    忙       人    家       做  






につなげる歌い方である。研究結果 4）に該当する。           
○27 E Aの“做”の節回しは１の上句③と同じアレンジである。 
 
 
兩   倈           時     時          哭   不     消  
 
 




前    朝     可    憐          送 出   你  


















轉     歩              入     門           刀      割      心  
                            
  
㉛の“轉”は 33 調で、対応楽音は「ド」であるが、「ラ」で歌っている。後ろも 33 調で「ド」
で歌っているので、抑揚をつけるためか、あるいは句の始まりを「ラ」で歌う傾向とみる
かさらに考察が必要である。 




















































轉     歩              入     門           刀      割      心  
                            
  
㉛の“轉”は 33 調で、対応楽音は「ド」であるが、「ラ」で歌っている。後ろも 33 調で「ド」
で歌って るので、抑揚をつけるためか、あるいは句の始まりを「ラ」で歌う傾向とみる
かさらに考察が必要である。 


















脚    跨      上     楼           起    眼   望  
                                                        
 













妹    沒          在     楼          涙   雙   飄  
                 
 








                             















                              




























脚    跨      上     楼           起    眼   望  















妹    沒          在     楼          涙   雙   飄  
                 
 












拾    起      随     随           在    楼     上  





幾   倈         坐   攏          不   拆       開  








氣      起      重       陽           好   過    日  
 
 















拾    起      随     随           在    楼     上  





幾   倈         坐   攏          不   拆       開  







































可  比        天   宮      仙     洞    形  
E
A                                   
 








四    倈      圍        成          多     命   醜  




○46 E A“醜”の節回しは１の上句③と同じアレンジである。 
 
 












可  比        天   宮      仙     洞    形  
E
A                                   
 








四    倈      圍        成          多     命   醜  
              
 
㊺の“多”は 44 調で、対応楽 は「レ」であるが、「レド」で歌っている。後ろの「ラ」
につなげるための歌い方である。研究結果４）に該当する  
○46 E A“醜”の節回しは１の上句③と同じアレンジである。 
 
 












可  比        天   宮      仙     洞    形  
E
A                                   
 








四    倈      圍        成          多     命   醜  
              
 
㊺ “多”は 44 調で、対応楽音は「レ」であるが、「レド」で歌っている。後ろの「ラ」
につなげるための歌い方である。研究結果４）に該当する。 
○46 E A“醜”の節回しは１の上 と同じアレンジである。 
 
 































又   是       依    帰          由    儂     曰  
                               
 







幾    倈        同    陪         不    分   居  
A  
 









A○47 E  
 





又   是       依    帰          由    儂     曰  
                               
 







幾    倈        同    陪         不    分   居  
A  
 









誰    知      人     來         給   所    害 
 
 
鴛   鴦         涙    流          哭   不    消  
 
A○52 E Aの“鴦”は 44 調で、対応楽音は「レ」であるが、「レド」で歌っている。④と同じアレ
ンジである。研究結果７）に該当する。 






















誰    知      人     來         給   所    害 
 
 
鴛   鴦         涙    流          哭   不    消  
 
A○52 E Aの“鴦”は 44 調で、対応楽音は「レ」であるが、「レド」で歌っている。④と同じアレ
ンジである。研究結果７）に該当する。 






















































































































内容の「三朝書」の最長のものは 64 対句である。この歌は、陽が 10 代
の半ばから結婚する 21 歳までの間に歌ったものだということであるな






































収められている。それぞれの長さは、小冊子 51 対句・ハンカチ 1は 64































城文藝』（第 198 号）P.3 ～ 23
11）　劉穎（2009）「女書歌メロディの恣意性における考察」『成城文藝』（第
208 号）P.1 ～ 21
12）　樋口勇夫（2010）「J-POP広東語カバー曲における声調の楽音への影響」









（第 230 号）P.21 ～ 46
　付録
　本稿の考察対象である陽煥宜が歌った「三朝書」の日本語意訳。
　左の数詞は対句番号である。
1 三朝にあたり歌を書いた小冊子を渡す
　	数人が集まってつらい話をする
2 冷たい部屋でいてもたってもいられず
　	四人は義理姉妹を結んだが可哀想なことになった
3 去年には一人嫁いで四姉妹はそろわなくなり、
　	今年になって妹のあなたが悲しむことになった
4 冷たい部屋には二人だけになり
　	孤独で長い年月頼る人がいない
5 嫁ぐ日にこちらは慌しいのに花婿側は座って待っているだけ
　	二人はずっと泣いていて涙が止まらない
6 先日可哀想なあなたを送り出し
　	部屋に戻るとまるで心臓がナイフで刺されたよう
　	※ナイフで刺されて断腸の思い
7 二階に上り部屋を見渡しても
　	妹のあなたは部屋にいなくてまた涙が溢れる
8 部屋にいるときには常に昔のことを思い出し
　	姉妹たちがずっといっしょにいて離れなかった
9 どんなことでも姉妹の間でよく話し合って決めて、楽しく過ごし14）
　	まるで天国の宮殿にいるようだった
29
（97）
10 四人の義理姉妹はなんて運が悪いのだろう
　	人は運が良くてつらいことも悩むこともないのに
11 もしわれわれは自分の思うとおりにできれば
　	この姉妹たちはずっと一緒にいて離れたりはしない
12 まさか人に酷いことをされるとは思いもよらず
　	鴛鴦はいつまでも涙が溢れ続けて止ることはない
28
